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大洲市の
魅力が詰まった

「大洲ええモンセレクション」

～古き良き日本を愉しむ城下町～

2 電気と保安 〔2026.仲秋〕

大洲城

肱川あらし

白滝公園

　肱川の河畔にそびえる市のシンボル。現在の天守は古
写真やひな型などを基に2004年に復元されたもので、
木造復元天守としては国内最大級の規模を誇ります。
2020年には日本初の城泊事業「大洲城キャッスルステイ」
をスタート。城主気分を味わえる特別な体験ができます。

　晴れた日の朝、大洲盆地で発生した霧が肱川に沿って
瀬戸内海へと勢いよく流れ出る、世界でも珍しい自然現象
です。うなりをあ
げて吹き抜ける
様子は、まるで白
い龍のよう。10
月から3月にかけ
て、条件がそろ
えば見られる神
秘の光景です。

　園内には7つの滝があり、11月中旬から紅葉と滝が織
りなす絶景が広がります。毎年11月23日には「るり姫ま
つり」を開催。
敵に追われ滝つ
ぼに身を投げた
というるり姫の
伝説にちなみ、
花みこしを滝つ
ぼへ奉納する行
事が行われます。

盤泉荘（旧松井家住宅）
　フィリピンで富を築いた松井家が、1926年に故郷・大
洲に建てた別荘です。高台の急斜面に建つ木造3階の建
物で、東南アジアの建材の使用や、当時では珍しいバル
コニー、イニシャル入りの鬼瓦など、国際色豊かな意匠
を随所に見ることができます。

歴史

　愛媛県南部に位置する大洲市は、市の中心部を清流・肱川が流れる、自然と歴史が調和
した城下町です。古くから大洲城を中心に栄え、山間部の河辺地区から瀬戸内海に面する
長浜地区まで、それぞれの地域に特色ある文化や暮らしが受け継がれています。
　市内には、大洲城や臥龍山荘などの名所が点在し、江戸時代の面影を残す町並みとと
もに四季折々の風景が楽しめます。また、「大洲のうかい」といった肱川を生かした観光や
カヌーなどのアウトドア体験も充実しています。
　近年は城下町の町並みを守り、後世へ
とつないでいくため、行政と民間事業者
が協力し、古民家などの歴史的資源を活
用したまちづくりが進められています。分
散型ホテル「NIPPONIA HOTEL 大洲 
城下町」の開業により、飲食店や土産物
屋が次第に増え、国内
外から多くの観光客が
訪れるにぎわいあるまち
へと変化しています。
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1. 立入検査の目的

　立入検査は、自家用電気工作物の自主保安の実態を確認し、電気保安のレベル向上に資するために実施してい
ます。主任技術者の執務状況、保安規程の遵守状況、電気工作物の維持・管理状況が良好であるか等の確認を行
い、電気事業法および関係法令等に適合していない事項や保安上好ましくない事項があれば、改善指示あるいは
指導を行うことにより、保安確保の適正化を図ることを目的としています。

2. 立入検査の実施方法

（1）検査対象
　管内自家用電気工作物設置事業場の中から、以下の
選定基準により事業場を選定しています。（太陽電池
発電所を含む）
　

（2）検査内容
　主な検査項目は次の 4点です。
　①技術基準への適合状況
　②主任技術者の執務状況
　③保安規程の遵守状況
　④その他保安上必要な事項

①�電気関係報告規則第 3条および第 3条の 2に基づ
く事故報告があった自家用電気工作物
②�電気事業法第40条の規定により技術基準に適合す
るように命じられた自家用電気工作物
③経年劣化の恐れのある自家用電気工作物
④新技術を導入した自家用電気工作物
⑤�社会的影響が大きいと認められる自家用電気工作物
⑥�保安の確保が適切でない恐れのある自家用電気工
作物
⑦�電気保安の実態を把握する必要がある自家用電気
工作物
⑧�立入検査に立会したことがない電気管理技術者等
が受託している事業場の事業用電気工作物

3. 2025年度立入検査結果

（1）立入検査事業場
　2025年度の立入検査は、太陽電池・風力発電所 6発
電所、需要設備14事業場に対し実施しました。
　選定基準の内訳は、①電気関係報告規則第 3条に基
づく事故報告があった発電所、需要設備（ 3事業場）、
⑦電気保安の実態を把握する必要がある発電所、需要
設備（17事業場）でした。
　立入検査事業場における規模別の主任技術者の選任
形態内訳は、表 1のとおりです。

（2）法手続きおよび管理状況
　表 2は、法手続き（主任技術者、保安規程等、電気
事業法に基づく手続き）、保安規程の遵守状況（保安
活動）および主任技術者の執務状況の不良事項をとり
まとめたものです。
　法手続きのうち、不備事項については、主任技術者
選任手続き不良（ 2件）保安規程手続き不良（ 1件）、
保安教育不十分（ 1件）、巡視・点検・測定の未実施、
不十分（ 3件）、記録の保管等不良（ 1件）でした。

表1　立入検査事業場における規模別の主任技術者の選任形態内訳
選任形態

規模
選任

兼任 許可
外部委託

その他 計
専任 統括 法人 個人

太
陽
電
池
・
風
力

発
電
所

低圧連系 1 1
高
圧
2,000kW未満 1 2 3
2,000kW以上 0
特別高圧連系 2 2
小　計 2 0 0 0 1 2 1 6

需
要
設
備
等

低　圧 0

高
圧
（
最
大
電
力
）

50kW未満 0
50～99kW 1 3 4
100～199kW 2 2
200～299kW 1 1
300～399kW 0
400～499kW 0
500kW以上 1 1 2 1 1 6
特別高圧 1 1
小　計 2 1 2 0 1 7 1 14

合　計 4 1 2 0 2 9 2 20









Visit a customer

「しまんと地栗」のブランド化で地域再生

手づくりにこだわり、地元の雇用を創出

足元を見つめ直し、地域と共に新たな物語を

お客さま訪問／第275回

広報担当の佐竹さん▶

　最後の清流四万十川の中流域で、地元の農産物を生かした商品開発から始まり、
カフェの運営、農業、観光交流などさまざまな事業を手掛ける株式会社四万十ドラマ。

「四万十川に負担をかけないものづくり」をコンセプトに、地域商社として四万十川と
地域の人たちの暮らしを見直すきっかけをつくり、新たな価値を生み出しています。
　自然環境を守りながら、地域発着型の産業づくりに取り組む同社の考え方、地元へ
の思いについて、広報担当で営業部チーフマネージャーの佐竹貴子さんに話を伺い 
ました。

株式会社四万十ドラマ

しまんと地栗清流四万十川に臨む栗畑

川を眺めながらモンブランが味わえます

しまんと地栗の栗畑

　四万十ドラマは、1994年四万十川中流域の3町村（旧大
正町・旧十和村・旧西土佐村）の第3セクターとして設立し
ました。「地域のものを発信し、四万十川中流域の物語を
つくろう」と、地元で取れた農産物にスポットを当て、地域
の資源を守る地域商社として活動しています。
　事業のメインは、栗や芋、茶など地元資源を生かしたお菓
子作り。かつて四万十川中流域は栗の栽培が盛んで、50年前
には約500トンを収穫していましたが、生産者の高齢化や担
い手不足、平成16年の台風被害などで生産量が30トンまで
減っていることを知り、JAや生産者とともに「四万十の栗再
生プロジェクト」をスタートしました。その後、独自に四万十
の栗を「しまんと地栗」としてブランド化し、栗きんとんやモ
ンブラン、焼き菓子、紅茶などの商品を開発。首都圏や関西
圏の百貨店での催事への出店や通販サイトを活用し、四万十
のPRにつながるような全国販売への展開に挑戦しています。

　2021年に、しまんと地栗をはじめ、地元で取れた芋や茶な
どを加工する新工場「SHIMANTO ZIGURI FACTORY」
が完成しました。高知県版HACCPで認証する最上級の第
3ステージを取得し、製造から加工、包装、発送までを一貫
して行っています。素材本来のおいしさが伝わるように、で
きるだけ添加物を使わない製法にこだわっています。また、
完全に機械化はせず手作業も取り入れることで、当社の取
り組みの中にある、足元の資源を大切にしたものづくりと
地元の雇用創出にもつながっています。

　2025年10月に、高知県のお菓子メーカーとして初めて
阪神百貨店梅田本店に常設店「四万十ドラマ」をオープン
しました。営業初日は、長蛇の列が途切れることがないほ
ど大盛況でした。また、今年の5月には、「いも焼き菓子
ひがしやま。」が、JAL 国内線ファーストクラスの機内食に
採用されるなど、取引先が全国へと広がっています。
　設立30周年を機に、地域商社として足元を見つめ直そう
と「農業部」を立ち上げ、本格的に農業へ参入。高齢化に
よる後継者不足が深刻な問題となっている中、2022年か
ら、当社を中心に生産者や事業者と連携し、「しまんと流
域農業organicプロジェクト」を発足。耕作放棄地や遊休
農地を活用し、栗の植樹や小中学生の農業体験などを実施
しています。これからも事
業を継続していけるよう、
四 万 十 の 豊 かな資 源を
生かして新たな物語をつ
くっていきたいと考えてい
ます。

　道の駅四万十とおわに併設している「shimantoおちゃ
くりCafé」では、しまんと地栗を使ったさまざまなスイーツ
を提供しています。人気メニューは、栗ペーストをその場で
搾った「しまんとプルミエモンブラン」。ここでしか味わえな
いとあって、濃厚な栗スイーツを求めて全国から多くの人が
訪れます。

手作業で行う焼きモンブランの
製造風景
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香川県綾歌郡宇多津町2148　☎︎0877-49-8007（宇多津町教育委員会）
JR宇多津駅から徒歩約20分、高松自動車道坂出ICから車で約10分
※屋内の見学、利用は予約制です。詳しくはお電話でお問い合わせください。

香川県宇多津町倉の館三角邸
三角屋根が目を引く町のシンボル
銘木をふんだんに使い、贅

ぜい

を尽くした近代和風建築

　宇多津町の「古
こ ま ち

街」エリアは、由緒ある神社仏閣や古い日本家屋が残
る場所。その中でも印象的な建物が、三角屋根の洋館と日本家屋、瓦
ぶきの塀からなる「倉の館 三角邸」です。昭和初期、肥料商の堺氏が接
客用に建てたもので、2007年に国の登録有形文化財になりました。館
内には銘木がふんだんに使われ、随所に手の込んだ意匠を見ることがで
きます。見学はもちろん、会議やイベント会場として利用することも可能。
趣深い空間をぜひ堪能してみてください。

落ち着いた風格を感じさせる東門。門戸にはケヤキの
一枚板が使われている。

三角屋根が特徴的な洋館。ステンドグラスは
1996年の改修時にはめられたもの。

1  広々とした主座敷。奥の間の中心に見える床柱に使用しているのは、当時「1本で家が建つ」と言われた銘木・
タガヤサン（鉄刀木）。 2「うたづの町家とおひなさん」のイベント時には、メイン会場としてひな人形が飾られる。
3  1枚ずつ手作りされた窓ガラス。窓の外には手入れの行き届いた庭園が広がる。

洋館の2階は堺氏の書斎だったそう
（通常は非公開）。

1 2 3
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